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⾃⼰紹介 北澤 武（きたざわ たけし）

• 経歴
– 東京学芸⼤学→都内私⽴⼩学校教員
– 東京⼯業⼤学⼤学院 修⼠課程＆博⼠課程
– ⾸都⼤学東京（現東京都⽴⼤学）→東京未来⼤学→東京学芸⼤学
– ⻘⼭学院⼤学教育⼈間科学部教育学科

• 教員免許状
– 幼稚園，⼩学校，中学校（理科），⾼校（理科，情報），司書教諭

• 主な研究（専⾨︓教育⼯学，科学教育，情報教育，学習科学）
– ICT活⽤指導⼒向上を⽬指した教員養成
– 教育現場におけるICTの導⼊と児童⽣徒への効果・影響の分析
– STEM/STEAM教育

• 主な社会活動
– ⽂部科学省リーディングDXスクールアドバイザー
– デジタル庁 デジタル推進委員，⾃分らしい学び」の実現に向けた内容情報の活⽤促進検討会 座⻑
– 中央区教育委員会委員
– 都⽴⼾⼭⾼校，都⽴科学技術⾼校 SSH運営指導委員
– 公益財団法⼈ パナソニック教育財団 専⾨委員 など
– 講演︓⾜⽴区，荒川区，板橋区，江⼾川区，⼤⽥区，葛飾区，江東区，品川区，台東区，⽬⿊区，

⼋王⼦市，東久留⽶市，港区，東京都多摩教育推進委員会，静岡県，三重県松阪市など
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北澤の過去の研究︓eラーニングサイト・理科ネット
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北澤武ほか (2008) ⾃⼰制御学習に着⽬したeラーニング利⽤法に関する⼀考察̶学校理科教育における教育実践を通じて̶, 科学教育研究, Vol.32, No.1, pp.10-17.
北澤武ほか (2009) eラーニングサイトの予習復習利⽤が児童の動機づけ・⾃⼰制御学習⽅略・成績に与える効果―⼩学校理科におけるブレンディッドラーニング環境を対
象として―, 科学教育研究, Vol.33, No.1, pp34-49 
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eラーニングサイトを
使った予習復習

↓
ICTに価値を⾒出す

↓
⾃⼰調整学習に影響
↓学び⽅を知る
⾃⼰効⼒感に影響

↓やればできるが分かる
成績に影響

eラーニングサイトを活⽤した
予習復習の学びと⾃⼰調整学習・⾃⼰効⼒感の関係

北澤武ほか (2009) eラーニングサイトの予習復習利⽤
が児童の動機づけ・⾃⼰制御学習⽅略・成績に与える効
果―⼩学校理科におけるブレンディッドラーニング環境
を対象として―, 科学教育研究, Vol.33, No.1, pp34-49 



本⽇の内容
• 未来を拓くために
–求められる能⼒
–ICT（デジタル）の発展

• どう育てるか（ICT活⽤も含めて）
–タキソノミー（教育⽬標分類学）
• Think・Share・Selectの意義

–知識構築・知識創造の理論から
–働き⽅改⾰と教師の専⾨家としての試み
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ラーニングコンパス（OECD，2019）
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エージェンシー︓⾏動主体性
変化を起こすために，⾃分で⽬標を設定し，
振り返り，責任を持って⾏動する能⼒

↓（例えば）
従来の教師の⼀⽅的な授業

↓
授業を変えたいと思っている教師

↓
保護者などの影響

↓
なぜ，授業のやり⽅を変えるべきか，

⽬的や利点を論理的に説明
他者の意⾒に⽿を傾ける

※他者との関係性で資質・能⼒が磨かれる



⼩中学⽣の悩み （ベネッセ 2014）

上⼿な勉強のやり⽅が分からず，
良い点が取れないと悩んでいる

実態（特に，成績下位層）
↓

⾃分にとって上⼿な学び⽅を知り
定着させることが重要
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ベネッセ教育総合研究所（2014）⼩中学⽣の学びに関する 実態調査 速報（参照⽇ 2026/02/01）
https://benesse.jp/berd/up_images/research/Survey-on-learning_201411191.pdf



最近接発達領域︓ZPD（ヴィゴツキー，2003）

池⽥光穂 最近接発達領域（ZPD）
https://navymule9.sakura.ne.jp/090113ZPD.
html（参照⽇2026/02/01）より，図を引⽤
ヴィゴツキー著， ⼟井捷三，神⾕栄司 翻訳
（2003）「発達の最近接領域」の理論︓教授・
学習過程における⼦どもの発達，三学出版
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https://ja.wikipedia.
org/wiki/レフ・ヴィ
ゴツキー

【個別最適な学び】
⾃⼰調整学習を⽀援しながら，
どこまで引き上げることがで

きるか

【協働的な学び】
学校教育で学習環境を
どこまで整えられるか

ICTを活⽤した
友達・教師の

⽀援
⽣成AIによる⽀援
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株式会社SCCと
⻘⼭学院⼤学教育テスト研究所
（代表︓北澤武）との共同研究



知識習得の変化（数値は偏差値）

多く利⽤した児童の偏差値が，利⽤前の平均値よりもポイント増
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まなりぴの
利⽤が多い
児童

まなりぴ利⽤前 まなりぴ利⽤後

⾶⿃時代 奈良時代 平安時代 鎌倉時代 室町時代 平均値 安⼟桃⼭時代
A 50.2 56.4 51.4 56.9 60.9 55.2 60.8
B 50.2 49.6 54.2 47.7 51.9 50.7 54.3
C 47.8 53.0 52.3 51.2 44.5 49.8 53.2
D 50.2 43.8 39.4 33.2 37.1 40.7 47.2
E 43.8 31.2 46.8 36.2 38.7 39.3 40.2
F 44.8 46.2 37.5 49.9 49.3 45.5 46.7

・「まなりぴ」をどれくらい利⽤しましたか。
１．全く利⽤しなかった，２．週に30分未満，３．週に30分以上〜１時間未満，
４．週に１時間以上〜１時間30分未満，５．週に1時間30分以上 → これらの回答者のみを抽出

詳細は，2026年3⽉22⽇（⽇）︓第10回⽇本アクティブ・ラーニング学会全国⼤会／AI時代の教育学会 
2025年度第2回研究会合同⼤会＠⽇本経済⼤学 東京渋⾕キャンパスで発表予定



最新のChat GPTアプリのデモ（Advanced Voice機能）
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Chat GPT 5.2で作成

Tom is a junior high school student.
He usually walks to school with his friend Ken.
One morning, Tom noticed that his pencil case was not in his bag.
He thought he had left it on his desk at home.

Tom felt worried because he needs his pencil case to write notes and take tests at school.
However, Ken said, “You donʼt need to worry. I can lend you a pen.”

At school, Tom told his teacher about the problem.
The teacher smiled and said, “It is good that you noticed it early.”

After school, Tom went home and found his pencil case on his desk.
He felt relieved and decided to be more careful next time.

Q1. Why does Tom need his pencil case at school?
A. To read books
B. To play games
C. To write notes and take tests
D. To talk with friends



最新のChat GPTアプリのデモ（Advanced Voice機能）
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Chat GPT 5.2で作成

次の円柱の体積を求めなさい。
②①



⽣成AIの対話的存在と⾃⼰調整発達
• 学習者に別の視点を与えるパートナー（Wegerif & Major, 2024）

• ⽣成AIとの共演を通した発達とその中で⽣じる
学習の⽅向性やペースの⾃⼰調整に焦点を当てる
                                                           （松河・新居，2025）
                     ↓
⾃分よりも賢い⽣成AIに⾃⾝の学び（ZPD）を
引き上げてもらい，⾃⼰の成⻑を実感すること

16©2026 Takeshi Kitazawa

Wegerif, R., & Major, L. (2024). Artificial intelligence, dialogic education, and the transformation of learning. British Journal of 
Educational Technology, 55(1), 5-20.
松河秀哉・新居佳⼦（2025）⼤規模⾔語モデルをより有能な他者と位置づけた⾃⼰調整発達の概念の提案．⽇本教育⼯学会論⽂誌，49，Suppl.,
pp.1-4
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令 和 7 年 1 ２ 月
 1 ５ 日 教育課程
部会 総 則 ・ 評価
特別部会 
資料１ー１

（⽂部科学省）

https://www.mext.
go.jp/content/2025

1215-
mxt_kyoiku01-

000046335-02.pdf

教育現場で
できること

最終
⽬標



学校教育の過去・現在・未来のモデル

19
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Robert K. Branson（1990） Issues in the Design of Schooling: Changing the Paradigm. Educational Technology, 30(4), pp.7-10

令和６年 1 2 ⽉ 2 0 
⽇ デジタル教科書
推進ワーキンググ
ループ(第4回) 資料
４，奈須正裕先⽣の
資料より⼀部加筆

https://www.mext
.go.jp/content/20
241220-
mxt_kyokasyo01-
000039303_4.pdf

教師主導型

学習者中⼼
with ICT
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教育課程部会
⽣活、総合的な
学習・探究の時
間ワーキンググ

ループ（第2回）
配付資料

2025/11/10

https://www.mext.
go.jp/b_menu/shin
gi/chukyo/chukyo3
/115/siryo/mext_0

0002.html
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教育課程部会
⽣活、総合的な
学習・探究の時
間ワーキンググ

ループ（第2回）
配付資料

2025/11/10

https://www.mext.
go.jp/b_menu/shin
gi/chukyo/chukyo3
/115/siryo/mext_0

0002.html



紙 vs 端末
• タブレットは紙に勝てるのか（⾚堀 2014）
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• 紙メディアは，章末問題，多肢選択問題，基礎的問題，知識・理解の問題に優れていることから，
教材内容を忠実に記憶したり理解したりすることに有効なメディアと考えられる．

• iPad（ICT）は，総合得点，記述問題，応⽤的問題，理解・総合問題に優れていることから，
⾃分で考えたり判断したりすることに有効なメディアと考えられる．
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⽥中康平（2019）創造的な学びに向かう
ための「発問」例
https://www.nelmanage.com/201903
2-taxonomyquestion/
（参照⽇ 2026/02/01）

（⽥中, 2019）ブルームの
教育⽬標分類学

タキソノミー

23
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⽥中康平（2019）創造的な学びに向かう
ための「発問」例
https://www.nelmanage.com/201903
2-taxonomyquestion/
（参照⽇ 2026/02/01）

（⽥中, 2019）ブルームの
教育⽬標分類学

タキソノミー

考える（Think)
学習⽬標

24

共有する
（Shere）

選択する
（Select）

活⽤習得 探究

「活⽤」を軸に「習得」と
「探究」を往還した学びの構造



学びの共同体の活動構造（Brown & Campione, 1996）

©2026 Takeshi Kitazawa

Brown, A. L., & Campione, J. C. (1996). Psychological theory and design of innovative learning environments: On procedures, principles, and systems.
In L. Schauble & R. Glaser (Eds.), Innovations in learning: New environments for education (pp. 289-325). Mahwah, NJ: Lawrence Erlbaum
Associates
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学びの共同体の活動構造（Brown & Campione, 1996）
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Brown, A. L., & Campione, J. C. (1996). Psychological theory and design of innovative learning environments: On procedures, principles, and systems.
In L. Schauble & R. Glaser (Eds.), Innovations in learning: New environments for education (pp. 289-325). Mahwah, NJ: Lawrence Erlbaum
Associates

知識構築・知識創造を⽀援し
授業を運営する上で重要な要素

習得が期待できる
知識・技能

知識・技能が将来，利⽤される
べきものであるという課題

【Think】

振り返り︓学んだこと・できるように
なったこと・次取り組みたいこと

ICTや対話で他者参照
（発達段階を考慮しながら）

【Share】

⼦供達の
学習活動

【Select】
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教育課程企画特
別部会 論点整理
2025/9/25

https://www.mext.g
o.jp/content/202601
29-mxt_kyoiku01-
000045057_5.pdf

この
表紙の

意味は︖
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⽂部科学省︓教育
課程企画特別部会
における論点整理
について（報告）

2025/09/25

ポイント資料：
概要版

https://www.mext.g
o.jp/content/202601

29-mxt_kyoiku01-
000045057_5.pdf



相互連関モデル︓教員の信念等を変えるために

Clarke, D. and Hollingsworth, H. (2002) Elaborating a model of teacher professional growth. Teaching and Teacher Education, 18(8): 947-967
豊⽥⼤登，北澤武（2024）相互連関モデルの外的領域に着⽬したICT活⽤指導⼒と価値観に関する研究．⽇本教育⼯学会論⽂誌，48(4), pp.675-693 ⼀部修正 35

講師の語り
（外的領域）
から，教員の
知識・信念・
態度を変化
させる⽮印は
存在しない

実際に授業で
試してみて…

⼦どもが
変わったら，
教員の知識・
信念・態度が
変わる

⽮印１をどう
引き起こすか
が重要
例）全員研究
授業

©2026 Takeshi Kitazawa



ご清聴いただきまして誠にありがとうございました
⼤⽥区⽴⽻⽥⼩学校の先⽣⽅，教育委員会の皆様，

関係する全ての皆様に感謝申し上げます︕

北 澤   武
kitazawa@ephs.aoyama.ac.jp

⻘⼭学院⼤学教育⼈間科学部教育学科
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令和６・７年度 ⼤⽥区教育委員会教育研究推進校 研究発表会


